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1 Microsome. 
II Golgi装置
結参附 
つ顕著なる形態の菱化は細胞形質構造の発生消長を
第 1章緒言
知るに最も好都合なる事であって特lζ木材料 Bom-
細胞の微細構造は幾多の研究者lとより明らかにさ byx moriは取材に容易なばかりでなく細胞の発育
れてきたが 1938年 Borriesと RuskaIrより電子 時期が細精管毎に同時的であることが多き事に依り
顕微鏡の発達をみ組織の超微細構造を探求し得る様 観察上便利なる事が多かったのである。
になり近時lζ至つてはその分解能は 10A内外にま
第2章材料及び研究方法
で到達し光学顕微鏡では到底望み得なかった様な超
微細構造をも明らかにし得つ〉ある。 実験材料の家蚕 (Bombyxmori L.)は千葉県鴨
動物の造精機転についての研究は過去の細胞学発 川町県蚕業試験場より分譲せられたる春，夏，秋季
達史に多大の頁を占め Dumas (1824)，Schweiger・ 蚕を主としその他千葉県八日市場蚕業試験場並びに 
Seidel (1865)，La Valette St. George (1865)， 千葉市郊外K於いて入手したものも使用した。即ち
等より Meves (1897)，Gatenby (1917)，Bowen 精巣の電子顕微鏡的標本を一定方式K従って作製観 
(1920)，Vejdovsky (1926)，Wilson (1928)，Be- 察したのであるが家蚕の季節的或は出所的に異なる 
ams (1936)，Collier (1936) 等があり本邦lζ於 につれてその造精機転lζ著しい差異を生ずる事があ
ても森田(1931)，朝山 (1940)，佐藤(1940)等あ ることは認められなかった。この事は既に光学顕微
り電顕的には Bretschneider (1950)，Randall u 鏡にて)1口，松田(1929)，宇井 (1956) もその品 
Friedlaender (1950)，安澄 (1950)，Watson 種による差異はないとしているし更に松田(1929) 
(1952)等が輩出している然しながら上記電顕によ は家蚕精細胞に於いて有核精子 (eupyreneSper-
る研究K至つては未だその緒についたに過ぎない感 matozoa)と無核精子 (apyreneSpermatozoa) 
がある。 とが存し有核精子は成熟分裂を幼虫期lζ行ったもの
家蚕 Bombyxmori L.即ち鱗麹目昆虫の造精機 無核精子は踊の後半期に行ったものであるとし宇井
転については既に Meves，Federly，Gatenby， もζれに向調且つ有核精子においても無核精子の場 
Bowen，渡辺，安澄等の研究があり殊に Bombyx 合でもそれらの Spermatogonium及び Spermato-
mori L.については光顕的には塚口，町田，宇井 cyteまでの細胞構成要素は両者全く同様で相違点
による所見が記載されているが筆者は今回細胞有糸 なき事を報告しているが筆者の得Tこる結果も恰もこ
分裂を基調として電子顕微鏡的lζ細胞微細構造lと れと同様であった。
就いて観察しその機序を解釈せんと試みたのであ 取材は上族三日前のものより日を追って順次に上
る。 族後二週lとして蛾となるまでのものについて行つ
思うに細胞分裂に際して，精細胞内K起る急速且 ?こ。
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第 3章 自家所見及び批判
1 Microsomeに就いて 
細胞形質内には無数民散在する微細頼粒が存する
のが発見される(図 1，14)但しζのものにも多少
形態の大小あり小なるものは電子顕微鏡をもってし
ても明視し得ざる位小なる大きさのもの，即ち直径
約数 mμ 以下のものもあれど，大型なるものは 200
mμ以上位のものに至るまでの広い範囲に渉り就中 
20~100mμ のものの存在が最も多く認められる。
乙の微細頼粒は所謂 Microsomeと呼ばれてい 
るものであって古くは Hanstein(1880)，が liv-
ing protoplasma ~(於いて観察した微細頼粒 lとっ
いて名付けたものを以って鳴矢とすると W i1son 
(1925)は其著書に於いて述べている。
叉 ValetteSt. George (1886)は Blattager-
manicaの精細胞につき Microsome を観察しこ 
のものの一部のものに於いて強く光氏屈折する
Kornchen として叉他の部lζ 於いては多少長き
Fadchen となりて配列するを記し而して ζの
Microsomeは凡ての時期就中細胞分裂の際児著し
く染色性を持つと記載している。-Daneben findet 
man Mikrosomen，Welche zum kleinen Theil 
aus einzelnen stark Licht brechenden Korn司 
chen bestehen，zum anderen Thei1zu mehr 
oder minder langer Faden an einander gerei・
cht sind und sich in allen Stadien ihres Ver-
h益ltniszum Kern Von allen Zellthei1en aus-
serst lebhaft farben.この文献花対し渡辺(1936)
は“彼が此処に記せるものは明らかに余の Mikro-
someとは甚だ趣を異lとするものにして寧ろ Mito-
chondria を考えしむるものなり"と述ペ Meves
も Valettest Georgeの記載せる Mikrosomen
は Mitochondriaなりと明記し (Benda 1887) 
Meves & Kor妊 (1900)は Myriapoden を材料 
として観察した頼粒は Mitochondriaであるとし，
更に Bouinの述べる頼粒も Valettest George 
の Hodenzellenの Cytomikrosomen と同じく
Mitochondriaであると述べている。
後になり森田 (1931)は Mikrosomenは細胞有
糸分裂に際して achromatischeFadenの蟻集に 
よりて生成せるものにして Mitochondria と甚だ
しく類似せるも稿異れる性能あるものなりと，その
生成と Mitochondriaとの性質の呉れるを指摘し，
同じく森田門下の渡辺(1936)は Mikrosomenは
常lζ頼粒状を呈す Mitochondriaの如く形態上種
々な~化を示きず然しながらその性質上所謂 Mito-
chondriaの中心物質として行動する ζと多し例え
ば Mitochondria の胞状~(~化する際叉は糸状体
の結節をなす等の如し，と述べたるが夙に森田門下
の一連の研究は Mikrosomenが諸原形質要素の重
要な原基をなすものであるとの発表を行ってきた。
電顕像に於ける Mikrosomen ~(就いては Cl・ 
audeと Ful1am (1946)が guineapigの liver 
において更に Slautterback (1953)もMikrosom・
enなる名称のもとに記載し Palade (1955) は
“Small partic1e Component ，.なる名称を付し 
ている。 Slautterbackは microsomeを Smal1，
intermediate及び largesized partic1e iと分類 
し，森田門下の黒住 (1957)はムラサキウニの卵細
胞を材料として比較的小なる充実性の solidmicro-
someと大型空胞状の Vesicularmicrosome 1( 
分類し，森田(1958)は比較的大型〈凡そ 30mμ前 
後)の明調頼粒を S-Microsome他は denseな微 
細頼粒(凡そ 5mμ 以下〉のものを C-Microsome 
の二種K分類している。
筆者の Microsome を観察せる結果は次の如く 
要約する事が出来る。 
Microsome頼粒は箇々のものが単独に遊離状態 
K存在する事もあるが，一般に頼粒の多数が電子密 
度高き物質lとより連ねられ念珠状に連絡された糸状 
を呈しているのが発見される(図 1，7，14) 
是等 Microsome頼粒を連絡する細糸なるもの 
は上記の如く暗色 (dense) を呈すごる細胞形質であ
るが，乙の物質内~( Microsome は包埋されてい 
る。而も ζの物質が多量に集合して不整塊状を呈し 
て存在する事も起り得る。其時はその物質塊の内部
1(は多数の Microsome頼粒の存在が認められる
(図 13，14)斯の如き物質をはじめて森田 (1958)は 
A-物質 (A-Substance)と命名している。但しこ
の A-物質は他の細胞質内構成要素の示す様な限界
膜即ち境界に膜様物質形成の如き性状は認められな
いのである。 
この A-物質内部氏は上記の様1( Microsome頼
粒が多数包蔵されておるのが発見される即ち Mト
crosOmeの存在するところ必ず多少の A-物質が随
伴して存在するのが目撃されると乙ろから両者は非
常托密接なる関係K在り， A-物質内で Microsome
頼粒が随時化生(新生〉される可能性が存するもの
であるかと想われるものである。
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A-物質が糸状を呈する場合必然的lζMicrosome 
頼粒はー列に並列して目撃される。但しこの際の
Microsome頼粒問の距離は様々であって互いに密
接して存することもあるが間隔が離れている事もあ
る。叉乙の場合の Microsome頼粒の大きさも区
々である。排列も一直線状のみとは限らない円環状
に排列することもある。 
尚精細iζ観察する乙とによって Microsome頼
粒に二種類花区別する乙とが出来る。即ち内部が明
るく空胞状花見えるもので比較的大型のものと(凡
そ20mμ前後のもの)第二のものとしては dense
な大率はるかに小型なる微細頼粒であって即ち凡
そ 5mμ位のものである。乙の二種の分績は森田
(1958)が大型明調頼粒を 5-Microsome小型暗調
頼粒を c-Microsome と分類命名したものに一致
するものと忠われる。
此分類』ζ依る二種類の Microsome頼粒は独自
K分離して存在することもあるが，多くは互に接着
して存在するものである。即ち 5-Microsomeの
壁iζC-Microsomeの一個乃至二個が附着して存
在するのを発見する事，屡々である。
又上記二種類の Microsome頼粒の相異点は 
density及び大きさを異にする点以外にはほとんど
差異が認められない位 A-物質に対する関係其他の
性質は近似している。即ち同種の頼粒として取扱う
所以である。
上記 Microsome頼粒は大約球形頼粒状を呈し
ているが，必ずしも球形であるとは限らない，時比
不整形を呈することもあり，長円形状或は三角形紡
錘形状をなす事もある。例えば細胞分裂の際に出現
する紡錘糸に多数の紡錐小胞より成るが， これは
S-Microsomeの斐形したるものに外ならない。
ζ 乙K注意すべきは Microsomeの存する個所
は細胞形質内氏とどまらず細胞核内部lとも多数存在
する。叉膜状を成す細胞形質内Kも多数並列して
A-物質と共に存在する。例えば核膜， Mitochond-
ria限界膜の如きが ζれである。叉後述する細胞
形質内構造物例えば MitochondriaIr於ては Mat司 
rixと称せられる。その内部物質に多数の上記二種
の Microsomeが存在するのが認められ， Golgi 
装置， Emdoplasmic Reticulum，紡錘糸其{也氏於
いても，その構成には Microsomeが深く関与し
ているのが発見される(後述)。
Microsome 頼粒は時比分裂して 2~固に分れ，増
数する能力がある。この際生じたる 2個の娘頼粒間 
Irは新しく A-物質による連絡糸が発生，形成して
いるのが認められる。斯かる際には従って穎粒は-
方並列せる念珠状を呈する。他方綱限状を形成する
排列を示すものである。但しこの場合頼粒の連絡は
必ずしも一線状を劃さず分校状を呈して二又又は三
叉状となるこもあるのが発見される。
Microsome頼粒の分裂に伴い A-物質連絡細糸
にも縦列する性質が現われる。乙の場合線維状細糸
が縦裂すると，乙れに属していた各頼粒も遂に後れ
て二分し，乙 ζK一本の Microsome頼粒連絡糸
は二本K増加するものである。
次K Microsome及びその連絡糸には成長の能
力がある。即ち小型なる頼粒は次第に大型の頼粒に 
転じ，細き連絡糸は太く成長するを明瞭に観察出来
るζの現象は彼等は外部より一定の他質を自らの周
りに吸着する能力を有し，そして吸着された物質が
恐らくは其所で同化され改造されて行く性質機転の 
存するに依るものと思われる。
他方この増殖能力とは反対IL Microsome頼粒
及び連絡糸には消極して見えなくなる性質を認め
る。例えば 5permatidの後期 Spermatozoa等
比於てその Microsome及び連絡糸の著明な減少
消失を来すが，この場合他方 Microsome及びそ
の連絡糸の小数のものはむしろ残留発達するのが認
められる(図 16，17)。即ちこの現象は一見同様に
見受けられる小頼粒であっても決して一様なるもの
ではなく夫々独立自主性を有し各々が区別さるべき
特殊性能を具有しているものと考えるのが妥当であ
ると思われる又消失して見えなくなる現象と錐も真
に溶解消失し去るものであるが或は形態的発攻性の
微弱化によってその存在が認められ難くなったもの 
であって即ち状況の斐化K依れば再びこのものが顕 
現する機会を有する可能性を残すものであるかに就
いては，考慮を要する所であって非常尺興味ある問
題である森田(1958) もこの状態、を Autolyse I"r 
より溶け去ったものか所謂 masquerade した状態 
で一時的に姿を没したものかは疑の存するところで
あると述べている。 
II Golgi装置 (GolgiApparatus，GoIgi 
body) 
Golgi装置は C_Golgiが 1898年背椎動物の神
経細胞K於て銀浸潤法lζより発見して以来，幾多の
研究家によりその形態並びに機能につき論議され 
た。
Golgi装置の電子顕微鏡像に関しては Dalton 
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(1951)によりはじめて肝細胞並びに腸上皮細胞に
ついて記載され，その後電子顕微鏡の発達普及と共
l乙多くの研究者lとより発表されているが Dalton 
(1952)，Daltonと Felix (1954)，Sjostrandと 
Hanzon (1954)等Iとより Golgi装置の構成要素
は 1).Golgi membrane或は lamellae2). Golgi 
Vacuole 3). Golgi granules或は Vesiclesの
三要素から成立することが説かれ， その後 Weiss
(1955)，Haguenauと Berunhard(1955)，Afzel-
ius (1955)，Lacyと Chal1ice (1956)，Rhodin 
と Dalhamm (1956)其他の研究者Kよりその構造
が確められている。
Bombyx mori L.の精細胞に於ける Golgi装
置は細胞形質内に小塊状叉は棒状として散在する所
謂分散型K属する本例 K於ても電顕像で Dalton
(1952)其他が記載せる様陀 Golgi装置形態構成要
素三種を判別する事が出来る。即ち Golgimem・
branes叉は lamel1aeは denseなほぼ平行せる
線維状物体でこれらのものは層状構造を示す(図
15，16，17)0 
各々の membraneの中路をなす電子密度小な
る部分は狭い細隙であってあたかも細管状を呈し末
端は閉ぢており，しばしば小胞を形成しているのが
目撃される。乙の membraneの壁は denseであ
って恐らく A-物質比類する物質より成ると思われ
多数の微細 Microsome頼粒を包蔵しているのが
発見される。而して層状構造を成す各々の mem-
braneが一様の電子密度及び長さを有しておると
は限らず或物は特K Denseであり叉或時は特に長
く伸長して線状を示している場合をも観察出来る。
次に空胞状構造をなす GolgiVacuoleは多数の小 
空胞と少数の大型空胞より成るを常とするが，この
大型空胞より成るを常とするがこの大型空胞はとく
少数の乙ともあり時には全く認められないこともあ
る。叉 Golgigranuleなるものは大小種々なる S・
Microsome及び C-Microsomeであって Golgi 
niembrane !c!lftし或は GolgiVacuoleの間際に
多数散在しておるを観るが Golgigranule. も多少
の A-物質を常K随伴しており，特l乙A-物質の多
量なる時は Golgigranuleは全く A-物質内l乙包
蔵されている観を呈する。
光顕像で Golgi装置の形態はっき Wilson (1925) 
は形態上二つの主なる type 1<:::分ち localizιd 
form及び di妊useformとに区別している loca-
lized formとは或は網状を呈し局在的の構造を呈
するものであり， diffuse form とは轡曲した紐状
或は輪状を皇して散在するものであるのは学者の知 
る所であるが，本材料にあっては di古田eform K 
属すると思われる。
次に細胞形質内構造として Bombyxmoriの造
精細胞形質内には著明な紐状K伸展せる細管状構造 
物が存在するのである(図 5，12，16)。
乙のものは Microsomeの項で、述べた如く細胞 
有糸分裂に際して生ずる紡錦糸を成す紡錐小胞糸状 
体の細胞形質内遺残体と解釈さるものであり，有糸
分裂経過後も消失するに至らず残存するものと考え
られるものである。その壁は A-物質より成ると思 
われ多数の Microsome を発生内蔵しているのが
発見出来る。乙の紐状細管状構造物は Golgi装置
と関連している事がある。即ち Golgi装置の基礎 
構造をなす層板構造体lζ類似せるものである事が観
察出来る。℃の細管紐状構造物と Golgi装置とは 
多分に親近性が存し時l乙移行型にも接する。但し上
記紐状細管状構造物は他方細分し所謂 Endoþla~ 
smic Reticulum (後述)!乙発達する可能性をも有
するものであると思われる。
光顕では本材料で宇井(1956) は Microsomen
頼粒は Golgi装置検出反応に依って濃染する細糸
により連絡し，その尖端が Golgi装置とも細糸で
連絡していると述べ，渡辺(1936)は鈴虫の精細胞
に於て RamonY Cajalの Golgi装置検出法を
用いる時は Golgi装置は小なる頼粒の環状任問列 
されたる像として認められ，かかる Golgi装置を
形成する小なる頼粒は細胞形質内に存在する小頼粒
と互に細糸lとより連絡する。即ち是等頼粒は何れも
Mikrosomen K属すと記載しており，森田 (1931)
は Golgi装置が AchromatischeFadenの獄集
並びK Mikrosomen より成る旨を述べているが
この細管紐状構造物は上述せるが如くがJ錘糸の遺残
体として出来するものと考えられ Golgimembra-
neと一致し，且つ後述する如く Golgi vacuole 
も亦紡錘糸及び Microsome1<:::起因して発生する
ものと思われるところから森田のこの記載は Golgi
装置の生成機序を観察説明し得たものであると云え
よう。 
Spermatidの後半並びに Spermatozoa !c至る
と Golgi装置は減少し始め遂には消失し，細胞形
質内に認め難くなる。 
細胞有糸分裂に際して Golgi装置が如何なる行 
動を示すかは甚だ興味あるところであるがこれに先
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立ち細胞有糸分裂の際に発生する紡錘糸につき観察 あるが，精長き楕円形のものが多い。これを電顕的
すれば(図 1，2，3，6)このものは前記細胞形質内 lζ詳細に観察すると限界膜はその内部lζ無数の微細
細管紐状構造物に近似し，基壁は小頼， Microsome 頼粒なる Microsomeとこれに附随せる A-物質を
粒を附随せる弄薄な壁であり，紡錘胞の連続によっ 含有しており明瞭な膜状構造を示す。発生初期の細
て糸状体或は細管状体を形成している，かかる紡錘 胞にありては Cristaemi tochondrialesの発達は
胞体は互に融合大型となるものあふ叉小管状形態 概して低く限界膜のそれと類似し且つ限界膜民連続
も胞状体の融合により二次的に発現せるものに他な しその内面に突出せる膜状隆起を呈するのである。
らず細胞分裂終了と共l乙紡錘糸の大部は消失する性 次!"c.Mitochondriaの内容物質即ち Matrixは
質を示せども細胞形質内構成要素例えば Golgi装 一般には Mt.外部の細胞形質内の Microsomeと
置， Mitochondria，Endoplasmic Reticulum， Mt.内部の Microsome とが連絡していることを 
Spindelrestkorper等を生成する過程は紡錘糸を 発見することである。即ら外囲細胞形質内K存する
中核として進行するものであり必ずしも消失過程を Microsome はー列紐状K並列しこのものが Mt.
取らざるものであると思われる。又 Telophaseの 限界膜l乙附着し或はこれを貫き Mt. 内部まで延長
項となると紡錘糸聞には互に凝集融合し合う性質が し Mt.内部に存する Microsome連絡糸に及んで
現われ益々大小の紡錘形の大型空胞体が発生し，或 いる事である。この外部との連絡状態は多数の Mt.
物は並列せる大なる胞状物K分断せる像を示して来 につき数多く発見されるものである。
る様になる。乙の発生せる大型紡錘形胞体は発生時 乙の事に関して小木曾(1957)は蛙の牒細胞を材
期比於ける Mitochondria K他ならないものであ 料としてその Mt. K就き同様の所見を述べている。
って，その壁は凝集せる紡錘糸物質tとよりて形成さ 乙の事実は MitochondriaMatrixが外部細胞形
れている。但し此時期l乙此附近K紡錘糸が多数密接 質と何等かの関係にあることを物語るものと考えら
し束状K並列せるものが発生する。かかる撰集接着 れる。
結合機転と同時に多くの空胞及び頼粒をも発生所謂 又静止期の細胞にあって一部の Mt. が消失或は
Golgi装置を新生せしむるものと解釈される。 転化すると思われる像に接する事が屡々である(図 
111 Mitochondria及び其他の要素 9，18)即ち Mt.内部の電子密度が非常に高くなっ 
Mi tochondr iaの形態的研究は古くから多くの学 て来る。叉ζれに連続せる一部の限界膜にも肥厚と
者により行われその論文数は枚挙K暇がない近年に 電子密度の高度化が認められるに至り恰も Mt.は
至り更にその化学的組成も研究されるに至った。 denseな一個の塊状体K変化したるかの観を呈す
凡そ Mitochondriaなるものは其大きさに於て る状態となる恰も Mt.内物質が Colloid化さんと 
Microsomeよりはるかに大型なるを常とするが， する状態と想像される。そのものは全体に dense
時には非常に小型のものも存在し大なる Microso・ で A-物質が特に多く存在しているかと観察出来る 
meと大きさ及び形の上で混同し易きものあり，電 事から Mt.内 A-物質は ColloidR.近き組成のも
子顕微鏡を以ってしでも時に区別の立ち難きものに のと考えられるが真の非生体的 Colloid物質はは
遭遇す Mitochondriaの一般的特徴としては限界 非ず内容には矢張 Mt.構造を失わざるものも存在
膜を有することであって特殊な場合を除き Mitoc- する。 
hondriaとMicrosomeとは混同することはない。 かかる新生物の各々は集団性を有するものの如く
乙の点森田 (1958)が限界膜が Mitochondriaを 後期の精細胞即ち Spermatidの後期や Sperma-
決定づける重要なるものであって内部民存する tozoaの噴となると電子密度高き大小の塊状物と 
Cristae mitochondrialesや Matrixの如きもの 化する K至る。これ従来， Chromatoider Neben・-
は一定した性状を示すものでない意味のことを述べ korperと呼ばれて来たものであると J思われ，細胞
ている。 ζの限界膜ゃ Cristaeなるものは完成さ の発育進行と共に消失目撃されなくなることから
れた形のものであるが後述する如く生成又は消失の 特殊の用途なく退化的運命の下氏次第に消失するも
過程に於ける是等の形態を観察することも亦興味深 のと思われる。而してとのものの意義については上
いことである。 述の如く不明であるがその構造が時に Mt.の Co-
Bombyx moriの MitochondriaKあっては形 lloid化する過程のものと近似しているを観察出来
が円形のものから非常に長い棒状を呈するものまで るので Mt.に甚だ近似せる物であると解釈され
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る。 
細胞有糸分裂に際して Mt.は MetaphaseKな 
ると赤道面附近に集合するを観察出来る而して ζの 
時期に至るまで紡錘糸と Mt.とは形態上無関係の
如く Mt.は紡錘外周部に存在し内縁部と思われる 
部には僅かのものが存在するに過ぎない。文献に
よると Pollister (1930)，Mikey (1935)，町田
(1935)其他は精細胞分裂前期中期の両極に於て
Mt.の存在の認め難いことを報告している。宇井 
(1956)はとの期KMt.が著しく減少する乙と並び
に多数の微細頼粒の急増を認めている。即ち Mt.
の一部はこの時期に於て空胞化現象iとより其物質を
失い数も減少するが反対応 Mikrosomeの急増を
記している。 
Telophaseの噴となると紡錘糸は互に凝集する
性質を現わし大型紡錘形胞状体を発生所謂新しき
Mt.が形成される。このことは既述せるところで
あるが他方上記新生せる胞状体の壁が破れ即ち Mt.
は破壊消失する像がある但し此際残壁は遺残体とし
て Microsomeを附随せる A物質より成る紐状或
は膜様物を形成しで消失せずに残留すると思われる 
像を発見するのである。乙れらの像は細胞分裂に際 
し Mt.の産生を示すものと消失像を示すものであ
ると思考され但し ζの際 Mt.が細胞分裂前母細胞
中l乙在りしものが多少の変化をたどり残留せるもの
も存する事は疑われない(図 1，3)。
細胞分裂と Mt.の分間の問題l乙就いては光顕IC 
依って Meves(1900)が Paludina IC於て Mt.
は細胞絞窄により略等量K両分されるとし Kusch-
akewitsch (1913 ) は Cerithium，Duesberg 
(1911)は Triton，Mickey (1935)は Bruchus
K於て Mevesと略同様の事を述べている。所謂
乙の等量配分且つ Mt.が原形質の染色体であると
する説は Meves一派の主唱した Chondriokinese 
説である。 ζれに対し Gatenby(1917)はその確 
証性なき事をもって Meves説を否定し森田 (1931)
も Mitoseの際民母細胞の Mt.の一部消失する 
事から Mt.の Permanentorgan説を反駁し同じ
く同門下の渡辺(1936)，宇井(1956)もMetapha-
旬以前に於て一部の Mt.の消失 Telophase IC 
於ける AchromatischeFadenの凝集による Mt.
新生の事実から Meves 派の説を否定して~)る。 
ζれらの光顕像に対し筆者の電顕像でも既述せる所
見から Meves派の説の否定に傾くものである。 
IV Endoplasmic Reticulum (Ergastplas・ 
ma)
Endoplasmic Reticulum (E. R.)なるものは
Fullumが 1945年 Lace-likeReticulum と名づ 
け PorterとThompson(1947)が Endoplasmic
Reticulumなる名称を使用せるを以てはじめとし
その後 Porterと Palade (1952)等lとより研究さ
れて来たものであり，細胞形質内の細管状構造物並 
びK一定の壁を有する空胞状構造物がこれに相当す 
るものである。 
FarquharとRinehart(1954)とKよると Golgi
装置と EndoplasmicReticulumとは密な連絡が
あるとされており叉 Palayと Palade(1955)は 
Golgi装置に対し agranularreticulumの名称を
与え EndoplasmicReticulumの変化した状態の
ものと考えており， 更に Palade (1955) は所謂 
Golgi野の構造も亦 E.R.のー型であり局所 Iζ於 
ける分化の結果異った形態を示したものとしてい
る。
又 PorterとPalade(1952)等lとより E.R.の
壁をなす限界膜面に R.N.A.粒子 (Pa1adeの
Partic1e) を伴うか否かにより roughsurfaced 
E. R.と smoothsurfaced E. R.とに分類された
が， ζの二者には移行型がある事と互に変換し得る
ことも発表されている。但し余の観察によるとこれ
らの膜面l乙 Microsome を附着せしめると否とに
かかわらず膜基質内部はは多少の微小頼粒 Micro-
someが存在し乙れを包埋し denseな A-物質が
存し外囲膜は成立する事 Mitochondriaの場合に
類似している。 
E. R.の発生過程をみるに既述せる如く細胞有糸 
分裂に於いてその紡錘糸を形成せる紡錘胞状体の各 
小胞が分裂終期K紡錘糸消失過程にあって互に分断
し或は融合し遺残体と化して二次的にかかる E.R.
IC発達するに至るものと思われる。
E.P.の発生に関し黒住 (1957)が Spindle:fiber
及び astralray も静止細胞に於ける細管状構造
(E. R.)と同様の性状を有するものならんと想像し
森田(1958)は紡錘糸遺残体が着目される ζとを明
記しており此点筆者の観察と一致すると乙ろありと
思わる。
V Spindelrestkorper 
Bombyx mori Il:於ては Telophase以後にあ
って二個の娘細胞聞にまたがり又は細胞分裂以後K
於ても分離面近くに電子密度高き塊状を呈して存在
する物質を発質を発見する斯の如き物は光顕的に認
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められ Spindelrestkorperと名づけられているも
のであるが電顕的所見によると ζのものは多数の微
細小頼粒 Microsomeを包蔵せる A-物質より成る
を観察する(図 8，18)。
而して時にはこの暗色塊状をせる内部に僅少の細 
管糸状構造が存在するのが認められる。但しここに
注意を要するのは電顕的の意味l乙於ては上記塊状物 
体のみならずこれの同種と考えられる他の構造体を 
も Spindelrestkorperと名づくべきが至当である
と思われる事である即ち乙のものの発生については
前述せる細胞有糸分裂直後紡錘糸の消失過程中紡錘
遺残物の凝集によりて形成せらるるものと思われ娘
細胞形成後間もなく消失するものから永く次期細胞
分裂期までを消失し去らずに遺残するものである即
ち同じ発生機序の下Iζ残存し ζれらのものの大きさ 
及び形態は必ずしも一定して居らず大小等種々の差 
異がある多くの場合 Spermatocyte IC発見される 
が時Kは Spermatogonia及び Spermatid Kも
稀lと発見される。
Gatenby (1931)は光顕的ICLepidoptera IC於
て Spindelrestkorperは一時的の存在の性質をも 
っていると述べている森田(1931)，宇井(1956)
も achromatischeFadenの競集現象の結果生ず 
るもので消槌現象が強く働けば生じないことを観察 
出来るものとしている古くは Platner (1886) は 
Schmetterlingの精細胞の Spindelrestを Zel・ 
lbruckeと命名し Joknson (1932)は Spindle-
bridgeと Zimmerman(1919)は Zellkoppelと
言己し Bolles Lee (1935) は Verbindungsfaden
より生じたものを Zellbrucke，Spindelrestの相
互に配列する状態を Zellkoppelであるとし Neb-
enkern，Idiozomとの関係K就いては Erlanger 
(1895)は Zellbruckeが Idiozom を形成すると
し Holmgren (1909)は Zel1koppelと Idiozom
並びに Nelenkernとの関係を記している。 Meves
(1900)もSpindelrestkorperの Idiozom，Nebe・
nkernとの相異を記している叉 Erlanger(1897) 
は Blattagermanicaの Spindelrestが Nebe-
nkernを形成するとしている。
かくの如く SpindelrestとIdiozom，Nebenke-
rnとの関係K就いては上記古い学者の聞にも種々
なる観察と解釈をなしているものがあるが電顕像は 
明らかl乙 Spindelrestkorperは achromatische 
Fadenの消槌凝集現象に附随して出現するもので
生成後にも消失する運命にあるものであると解釈さ
れるのである。但しその名称の示す範囲ははるかlこ
拡張されて考えうるべきである。
第 4章結論
Bombyx mori L. (家蚕〉精細胞の微細構造を
電顕的K観察し次の結果を得た。
1) 細胞形質内及び核物質内l乙至る所に elect-
rondenseな無構造の物質即ち A-物質の存在する
を認むこのものは或いは Microsome頼粒に附随
して Microsome頼粒は念珠状を呈する連鎖体と
して排列する K至る時ICA-物質は塊状集合体を呈
して存在することあり内部に多数の Microsome
頼粒を包蔵している。恐らく Microsome頼粒を
随時化生せしむる能力があると思われる。
2) 細胞及び核質内Kは無数K散在する Micro-
someあり ζのものを S-Microsomeと C-Micro-
someとに区別出来る S-Ms.は胞状の凡そ 20niμ 
のものであり C-Ms. は小頼粒状 denseの 5mμ
位のものである。両者は形態を異にするが性質は近 
似せる点が多い。
3) Microsome及び A-物質には成長し増殖す
る能力の存在する他方退化消失する性質がある而も
Microsome Kは自主性が認められ又との二種の
Ms.は細胞内構成要素の構成原基となるものと思
われる。 
4) 本材料に於ける Golgi装置は所謂分散型に
属するが Golgimembrane，Golgi vacuole，Gol-
gi granuleの三要素より構成される。 
5) 細胞形質内Kはその他著明な紐状細管状構造
が存在する。このものは紡錘糸遺残体として発現せ
るものと考えられるこのものは又他方発達し En-
doplasmic Reticulumと化し得・る可能性を有す。 
6) 細胞有糸分裂に際して発生する紡錘糸なるも
のは Microsome K起因する紡錘形の小胞が連続
する事により形成され細胞分裂終了と共に大部分は 
消失する性質を示せども細胞形質内構成要素例えば 
Golgi装置， Mitochondria，E. R.，Spindelrest‘ 
korper等を生成する中核となり残存し必ずしも消 
失過程を取らざる場合もある。
7) Golgi装置は細胞有糸分裂に際し紡錘糸をな
す紡錘状小胞体の一部が合着融合凝集する ζ とによ
り発生するものである事を観察出来る。
8) Golgi装置構成要素は E.R.のそれと形態 
的本質が異ると，ころなきものの如く中間型の如きも
のKも遭遇す。
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9) Mi tochondriaの発生iζ就いては不明なる点
が多いが細胞有糸分裂の終期lζ紡錘糸が分断合着し 
Microsome及び A-物質が附請し限界膜の肥厚濃
染したる状態を生じ大型 Mt.の発生をきたすのが
観察される。 
10) Mt.の大なる特徴は限界膜を有することであ
り Mt.内部の細胞形質内 Microsomeと Mt.内
部の Microsome とが連絡している事実は Mito-
chondria-Matrixと外部細胞形質とは密接なる発
生学的関連がある事を物語るものであると忠われ
る。 
11) Mt.物質が denseとなり構造不明に堕ち入
るも Colloid化せんとする状態を示すものあるの
である。 Colloidは非生体的存在物質である，但し
真の非生体的 Colloid物質Kあらずして Mt.構造
を未だ失わざるものも存在する Chromatoider 
Nebenkorperはこれ比類似し一致する発生方式に
より発現するものと忠われる。 
12) 細胞有糸分裂前母細胞Kありたる Mt.が多
少の変化をたどり娘細胞内iζ残留するものも存在す
るが Meves一派の主唱した Chondriokinese説
には賛成出来ない。 
13) E. R.は紡錘糸が有糸分裂終了後消失せず分(
断遺存せるものが細管状或は胞状の形態をとりしも
のと解釈される但し Microsome頼粒が増大肥厚
せる ζとによりて移行し発生するものも存する。 
14) 従来 Spindelrestkorper と称されてきた
ものは電子密度高き A-物質より成り内部に多数の 
Microsomeを包蔵し紡錘糸遺残物の顎集により形
成せられたものであるが多分K消失せんとする運命
の下にあるものである。 
15) Spindelrestkorper なる意味のものは電顕
的には Golgi装置， Mt.，E.R.，等も含めて名ず
くべきが至当と思われる。
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図 1.細胞有糸分裂像を示す紡錘糸 (S) は紡錘 
小胞 Spindle vesicleがー列状K縦列し 
the silkworm. Bul Agric. Col 1. 1.， 2，1894. 
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the electron microscope -with observa 
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ptive cell; J. exp. Med.，102，755ー782， 図 
1955. 
77) Wilson E. B.: Observation on the ma-
turation-phenomena in certain Hemiptera 図 
and other forms，with consideration on 
て造る糸状体である。 7，000x 
2. Telophase vc.於て凝集融合せる紡錘糸 (S)
は大型胞状体 (Mitochondria)を発生す紡
錘糸の遺残物と思われる糸状体 (LB) も認
められる。 5，000x
3. 図 1と同様 Metaphaseを示す MT.は分
裂開始前より存在せるものにして紡錘の外
側部K排除せられる Golgi装置も残存せる
ものなり。 8，500X
4.細胞有糸分裂終了直後の状態， Endplasmic 
Reticulum (E)の新生及び多数の Micro-
some (M)の発生が認められる大型紡錘状
型の新生せる MT.及び Golgi装置あれ 
17，OOOx 
5. 細胞有糸分裂直後娘細胞に於けるー Mt. 
(MT)及び糸状体 (LB)，Microsome等
は紡錘糸より発生遺残せるものである。 
8，500x 
6.紡錘糸の消失過程， Golgi装置 (G)糸状
体 (LB)Microsome (M) Mitochondria 
(MT)の新生を認む。 330，OOOx
7.二つの相隣れる娘細胞に於ける種々なる紡
錘糸遺残体 Golgi装置 (G).Mt. (MT) 
糸状体 (LB)空胞の発生を示す。 5，500X
8.隣接するこ娘細胞及び所謂 Spindelrest-
korper (SK)は denseな A-物質より成
exp. ZooJ.synapsis and reduction; 1.， 
13，1911. SKは三個の細胞聞に跨りて発生せり。
る無数の Microsome頼粒を発生内蔵す 
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8，500x 
図 9. 	 Colloid (CL)は Mt.の形状と近似せるも
のあり Mt.と Colloidとの中間型民間す
るものもみられる。 9，000x
図 10. Mt.の集団的発生を示す無数の Micro-
some頼粒を認む。 11，500x
図 11.図 10と同様。 Mt.は集団し Golgi装置も
発生せり。 10，500x
図 12.	 Spindelrest-kδrper (SK)，Mt. (MT)， 
糸状体 (LB)，Golgi装置 (G)等の発生を
示す。 10，000x 
岡 13. E.R. (E)は紡錘(小胞〉糸の遺残せるも
の A-物質， Colloidの存在を見る。 
13，000x 
図 14.多数の S-Microsome及び C-Microsome
が存在する A-物質 (A)は集団塊状をなし
或は密lζ集合することなく細胞形質内に 
Microsome K附随し多数認められる叉核
内にも存在するものの如し。 10，000x
図 15.小型の Mt(MT) 及び Golgi装置 (G)
発生せり細胞形質内糸状体 (LB)の存在と 
Golgi装置内構造の関係が観察される。 
8，500x 
図 16.糸状体 (LB)Mt. Golgi装置等の存在を
示す。 8，500x
図 17.Golgi装置 (G) fC::於ける Golgilamellae 
の層状構造を示す。少数の Golgivacuole 
が存在し互に融合せんとするものあり他方
紡錘型の Mt.が両側の尖端部を失い楕円形
応化する状況あり。 8，500x
図 18. Mt.及び Colloid塊状体を示す甚だ小型の 
Mt.の発生と Colloid体との聞に移行型あ
り即ち Mt. K denseなるものと明るく見
えるものとの二種類存す。 8，500x 
A A-物質 
C Centrosome 

CH Chromosome 

CL Colloid 

E Endoplasm.ic Reticulum 
G Golgi装置 
LB 細管状糸状体 
M Microsom.e 
MT Mitochondria 
N Nuc1eus 
NL Nuc1eolus 
S 紡錘糸 
SK Spindelrestkorper 
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